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⑴ 片岡のこの向つ峰に椎蒔かば（蒔者）今年の夏の陰にならむか 巻７ 1?9?
⑵ 出てて行く道知らませば（知末世波）あらかじめ妹を留めむ関も置かましを 巻３ 4?8
⑶ 父母を見れば（美礼婆）尊し妻子見れば（美礼婆）めぐし愛し世の中はかくぞ道理…
巻５ 8?0
⑷ 生ける者遂にも死ぬるものにあれば（有者）この世なる間は楽しくをあらな 巻３ 3?9
⑸ 住吉の里行きしかば（行之鹿歯）春花のいやめづらしき君に逢へるかも 巻1? 1?8?
⑹ 石走る滝もとどろに鳴く蝉の声をし聞けば（伎気婆）都し思ほゆ 巻1? 3?1?



























者 婆 波 伐 薄 播 之 総計
未然形＋バ
①仮定条件 2?6 1?5 1? 1 1 2 4?9
②反事実的仮定 3? 2? 6 3 6?
未然バ総計 3?7 1?1 2? 1 4 2 4?5
已然形＋バ
①既定・事実的 3?3 1?7 8 3 5?1
②既定・原因理由
既定⑴順接バ 1?8 6? 1? 2 1 2?6
ネバ 4? 1? 3 5?
既定⑵逆接ネバ 1? 4 2?
既定⑴⑵ 2?8 7? 1? 2 1 3?3
③一般条件 3? 3? 6 1 1 1 8?
已然バ総計 6?7 2?2 2? 5 2 1 1 9?5









































上接語によって「未然形＋バ」を形態的に分類すると，「Ｖ 未然バ」「Ｖ タラバ」「Ｎ ナラバ」


















形 態 者 婆 波 歯 伐 之 計
Ｖ 未然バ 2?4 7? 1? 1 1 3?0
Ｖ タラバ 1 1 2
Ｎ ナラバ 1? 3 1?
ト ナラバ 1 1
Ｖ モノ ナラバ 1 1
エバ 3 1 4
セバ 2 3 5
ナバ 4? 2? 2 1 7?
テバ 9 8 1 1?
ザラバ 2 2
ナハバ 1 1
カクシアラバ 1 1 2






















⑼ 夏影のつま屋の下に衣裁つ我妹裏設けて我がため裁たば（裁者）やや大に裁て 巻７ 1?7?
? 奈良山をにほはす黄葉手折り来て今夜かざしつ散らば（落者）散るとも 巻８ 1?8?
? 十月しぐれにあへるもみち葉の吹かば（吹者）散りなむ風のまにまに 巻８ 1?9?










? あしひきの山桜花日並べてかく咲きたらば（開有者）いた恋ひめやも 巻８ 1?2?








? 宇治人の喩ひの網代我ならば（吾在者）今は王良ましこつみ来ずとも 巻７ 1?3?
? 闇ならば（闇夜有者）うべも来まさじ梅の花咲ける月夜に出でまさじとや 巻８ 1?5?







一般化し，現代語の「ナラ」に連なる「Ｖ ナラバ」はこの「Ｖ モノ ナラバ」からの移行と考え
られる。
⑤「ト ナラバ」





? 玉かぎるほのかに見えて別れなば（別去者）もとなや恋ひむ逢ふ時までは 巻８ 1?2?
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? 小墾田の板田の橋の壊れなば（壊者）桁より行かむな恋ひそ我妹 巻1? 2?4?
? 潮干なば（之保非奈婆）またも我来むいざ行かむ沖つ潮さゐ高く立ち来ぬ 巻1? 3?1?
⑦「テバ」
? 信濃なる千曲の川の小石も君し踏みてば（布美 婆）玉と拾はむ 巻1? 3?0?


















? 一日こそ人も待ち良き長き日をかくし待たえば（如此所待者）ありかつましじ 巻４ 4?4
? 十月雨間も置かず降りにせば（零尓西者）いづれの里の宿か借らまし 巻1? 3?1?
? そぎ板もち葺ける板目のあはざらば（不合相者）いかにせむとかわが寝そめけむ 巻1? 2?5?
? 会津嶺の国をさ遠み逢はなはば（安波奈波婆）偲ひにせもと紐結ばさね 巻1? 3?2?


















モダリティ形式 者 婆 波 歯 伐 之 計
①バ～ム 1?1 4? 8 1 2 1?0
～ナム 1? 1 1?
～テム 3 3
小計 1?4 4? 8 1 2 2?4
②バ～メ 4 4 8
～メヤ 4 2 6
～メヤモ 1? 7 1 2?
小計 2? 1? 1 4?
③バ～ベシ 2? 5 2?
④バ～動詞命令形 1? 1? 2?
～ネ 5 4 2 1?
～ナ 1 1
ナ～ソ（ネ） 2 2 4
～テヨ 1 1
小計 1? 2? 4 4?
⑤バ～φ 3? 1? 1 5?
～形容詞 2? 8 1 3?
～マシ（ヲ） 4 4
～マク 3 3
～マシジ 9 1 1?
～ガネ 2 1 3
～ガニ 1 1
～ヤ 1 1
小計 7? 2? 2 1?7













? 我命しま幸くあらば（有者）またも見む志賀の大津に寄する白波 巻３ 2?8
? 磐代の浜松が枝を引き結びま幸くあらば（有者）またかへりみむ 巻２ 1?1
? 児らがあらば（有者）二人聞かむを沖つ渚に鳴くなる鶴の暁の声 巻６ 1?0?
? 我妹子がやどのまがきを見に行かば（見尓往者）けだし門より帰してむかも 巻４ 7?7
? 夕さらば（暮去者）屋戸開け設けて我待たむ夢に相見に来むといふ人を 巻４ 7?4













? あらかじめ人言繁しかくしあらば（有者）しゑや我が背子奥もいかにあらめ 巻４ 6?9
? 凡ろかに我し思はば（念者）人妻にありといふ妹に恋ひつつあらめや 巻1? 2?0?









? 都なる荒れたる家にひとり寝ば（宿者）旅にまさりて苦しかるべし 巻３ 4?0
? かくのみし恋ひば（恋者）死ぬべみたらちねの母にも告げつ止まず通はせ 巻1? 2?7?





? 大船を漕ぎのまにまに岩に触れ覆らば（覆者）覆れ妹によりては 巻４ 5?7
? にほ鳥の潜く池水心あらば（有者）君に我が恋ふる心示さね 巻４ 7?5
? ……今のごと逢はむとならば（跡奈良婆）このくしげ開くなゆめと 巻９ 1?4?
? 伊香保ろの沿ひの泰原ねもころに奥をなかねそまさかし良かば（余加婆) 巻1? 3?1?



















? 大き海の波は恐し然れども神を祈りて船出せば（出為者）いかに 巻７ 1?3?
? 手折らずて散りなば（落者）惜しと我が思ひし秋の黄葉をかざしつるかも 巻８ 1?8?
? 十月雨間もおかず降りにせば（零尓西者）いづれの里の宿か借らまし 巻1? 3?1?
? 生きてあらば（有者）見まくも知らずなにしかも死なむよ妹と夢に見えつる 巻４ 5?1
? 近くあれば見ねどもあるをいや遠に君がいまさば（伊座者）ありかつましじ 巻４ 6?0
? 春雨に衣はいたく通らめや七日し降らば（零者）七日来じとや 巻1? 1?1?
? 秋つ葉ににほへる衣我は着じ君に奉らば（奉者）夜も着るがね 巻1? 2?0?
? 道に逢ひて笑まししからに降る雪の消なば（消者）消ぬがに恋ふと言ふ我妹 巻４ 6?4




















? 妻もあらば（有者）摘みて食げまし沙弥の山野の上のうはぎ過ぎにけらずや 巻２ 2?1
②「未然バ～マシヲ」
? 大橋の頭に家あらば（有者）ま悲しくひとり行く兒に宿貸さましを 巻９ 1?4?
? 玉 の道行かずしあらば（有者）ねもころのかかる恋にはあはざらましを 巻1? 2?9?
③「未然バ～マシモノヲ」
? 暇あらば（有者）なづさひ渡り向つ峰の桜の花も折らましものを 巻９ 1?5?
? 我がやどに咲ける秋萩常にあらば（有者）我が待つ人に見せましものを 巻1? 2?1?
④「未然バ～ム(モノ)ヲ」
? 玉ならば（有者）手にも巻かむをうつせみの世の人なれば手に巻き難し 巻４ 7?9
⑤「未然バ～φ」





者 婆 波 伐 計
⑴ バ～マシ 1 3 4
～マシヲ 8 8
～マシモノヲ 2 2 4
～ム(モノ)(ヲ) 4 4
～φ 3 3
⑵ セバ～マシ 1 3 1 1 6
～マシヲ 6 7 1 2 1?
～マシモノヲ 5 1 6
～ム 1 1
～φ 1 1
⑶ マセバ～マシ 2 2 4
～マシヲ 1 3 1 5
～マシモノヲ 1 2 3
～モノヲ 1 1











? 旅にして物恋之鳴毛聞こえざりせば（不所聞有世者）恋ひて死なまし 巻１ 6?
? 遠妻し高にありせば（有世婆）知らずとも手綱の浜の尋ね来なまし 巻９ 1?4?
②「セバ～マシヲ」
? かく恋ひむものと知りせば（知者）夕置きて朝は消ぬる露ならましを 巻1? 3?3?
? あしひきの山 の兒今日行くと我に告げせば（告世婆）帰り来ましを 巻1? 3?8?
③「セバ～マシモノヲ」
? 妹が家道近くありせば（安里世婆）見れど飽かぬ麻里布の浦を見せましものを 巻1? 3?3?













? 我が背子と二人見ませば（見麻世波）いくばくかこの降る雪の嬉しからまし 巻８ 1?5?
80
? 恋するに死するものにあらませば（有者）我が身は千度死に反らまし 巻1? 2?9?
②「マセバ～マシヲ」
? 梓弓引きてゆるさずあらませば（有者）かかる恋には遇はざらましを 巻1? 2?0?
? ぬばたまの夜渡る月にあらませば（安良麻世婆）家なる妹に逢ひて来ましを 巻1? 3?7?
③「マセバ～マシモノヲ」
? かくばかり恋ひむものそと知らませば（知者）その夜はゆたにあらましものを 巻1? 2?6?
? 大船に妹乗るものにあらませば（安良麻勢婆）羽ぐくみ持ちて行かましものを 巻1? 3?7?
④「マセバ～モノヲ」




























る「Ｖ ナラバ」は１例もないが，「Ｖ モノ ナラバ」「ト ナラバ」は各１例ずつではあるが出現し










小島憲之・木下正俊・佐竹昭広 1?6? 補訂版『萬葉集』本文篇 塙書房
小島憲之・木下正俊･東野治之 1?9? 『萬葉集』 新編日本古典文学全集 小学館
正宗敦夫編2?0? 『萬葉集索引 古典索引刊行会編』 塙書房





















林 大 1?5? 「萬葉集の助詞」『萬葉集大成６ 言語篇』平凡社






渡辺 実 1?7? 『国語構文論』塙書房
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